
伊勢湾ぶらあるき ［第13回／伊勢湾を迂回（佐屋街道②）］

■佐屋街道・神守宿（津島）～桑名宿／ 2019.1.30.(水) （２０km ＝５里）

〇今回のまとめ
・前回（第12回）に続いて、神守宿～

佐屋宿～桑名宿を歩き「佐屋街道」
の旅を終えましたので、次ページに
「佐屋街道」と伊勢湾についてまと
めてみました。（加藤）
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・万場宿と岩塚宿は「万場の渡」（庄内川）を挟んで１宿とみなされた。

・佐屋宿船着き場跡
・「佐屋街道」碑

・桑名船着き場跡

・「東海道」碑。尾張大橋右岸

・薩摩義士の墓の
ある海蔵寺



「佐屋街道」 と 伊勢湾（七里の渡し） について

徳川家康が設置した旧東海道の宿駅のうち、宮宿（熱田）から桑名
宿は東海道唯一の海路「七里の渡し」として有名ですが、天候や安全
性の面もあり、渡海を避けた迂回路として、家光の代に尾張藩初代藩
主・徳川義直が、陸路６里・水路３里の「佐屋街道」を開いたと言われ
ています。

「佐屋街道」は、宮宿から桑名宿に向けて、岩塚宿・万場宿・神守
宿・佐屋宿と陸路（６里）で繋ぎ、佐屋宿から桑名宿へは水路（３里）で
繋がっていました。

この地域、濃尾平野・木曽三川の河口域は海抜が低く、伊勢湾を通
る海路「七里の渡し」として繋げられ訳ですが、江戸時代には数多くの
輪中（わじゅう）が水害を防いできた地域でもあり、このため、各地を
結んで生活物資を運ぶ水路もたくさんありました。

「七里の渡し」は伊勢湾を通る海路として、別名「外回り」とも言われ
ましたが、宮宿から現在の長島町（桑名市）に繋がる「中回り」や、
佐屋宿から桑名宿の間の「内回り」などがあったようです。

「伊勢湾ぶらあるき」は、伊勢湾（海）にいちばん近い陸域を歩いてみることを基本にしていますが、
伊勢湾奥部の名古屋港から四日市港あたりは開発や土地利用が進んでいるため、直近の道から
は伊勢湾が見えないところや交通量が多く危険もあり、残念ながら「ぶらあるき」には適さないところ
も多くあります。

このため、伊勢湾を知る上で、歩くこととは方法は違いますが「七里の渡し」を船で行ってみること
も不可欠と考えており、機会があれば「ぶらあるき」の一環として体験してみたい（以前、一度あり）と
思っています。

今回は、旧東海道「七里の渡し」と並行する脇街道「佐屋街道」を２回（第12・13回）に分けて、陸路
40km（10里）を歩いてみました。 （加藤）
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